



















































h(Z)=Z2+α(Z-ZI)+ 0 ( I Z-ZI 1) 
ここでz→ ZIは21を頂点とする尖状領域内より近づくらのとする。
以上の結果は， 1次元タイヒミュラー空間のEarle埋め込みとMaskit埋め込みの像の解析的，幾何的性
質についての重要な結果を導き.タイヒミュラー空間，クライン針についての新しい知見をもたらすもの
である。よって，博上(理学)の学位授うにf直するものと審査した。
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